
区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

・平成２３年度は１６６名の
入学者があり、開設以来継続
して入学定員を確保すること
ができた。一方で退学者も発
生し、在学生は７９６名と
なった。平均入学定員超過率
は１．０３倍となっている。
（２３）

・平成２２年度は１６３名の
入学者があり、開設以来４年
連続して入学定員を確保する
ことができた。しかし、一方
で近年の学生気質や社会情勢
を反映した退学者も増加し、
在学生は６４５名となった。
平均入学定員超過率は１．０
４倍となっている。（２２）

・平成２１年度は１７２名が
入学し、開設から３年続けて
入学定員を確保することがで
きた。一方、進路変更等によ
る退学者は、これまでに９名
を数え、在学生は３学年で４
９５名となった。収容定員に
対する定員超過率は１．０３
であり、概ね適正な定員管理
ができている。（２１）

・平成２０年度の入学者は１
６１名と入学定員１６０名を
ほぼ遵守する形となった。今
後も適正な定員管理に向けた
努力を継続していく。（２
０）

・入学定員１６０名に対し１
７１名が入学し、定員超過率
は１．０６となった。引き続
き適正な定員管理を行うべく
鋭意努力していく。（１９）

・平成２３年５月１６日から
開始される実務実習に向け、
直前ガイダンスや白衣授与式
の挙行などを行っている。
（２３）

・平成２３年度から実施する
実務実習に係る学生受入施設
については、東北地区病院・
薬局実務実習調整機構との連
携の下、６月の報告に向けて
最終調整を行っている。（２
２）

６　留意事項に対する履行状況等

・大学設置基準第18条第3項を
踏まえ、学生の定員管理を適
正に行うこと。

・実務実習については、関係
機関との確実な連携を図り、
必要な実習先を確保するとと
もに、十分な教育効果をあげ
ることができるよう着実に実
施すること。

認　可　時
（18年11月）
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・平成２３年度からの実務実
習開始に向けて、東北地区病
院・薬局実務実習調整機構と
連携しながら、精力的に準備
を進めている。また、岩手県
薬剤師会、岩手県病院薬剤師
会等の関係団体との連絡協議
のため、設置計画に基づき、
「岩手医科大学薬学部実務実
習連絡会議」を立ち上げ、具
体的な検討を開始した。本年
７月には、関係機関の協力を
得て、フルスケールでのＯＳ
ＣＥトライアルを実施し、万
全の態勢を整える。（２１）

・東北地区病院・薬局実務実
習調整機構との連携のもと、
病院・薬局訪問を実施してい
る。また、早期体験学習や就
職支援活動等の取り組みを通
して、関係機関等との連携を
強め、実務実習受け入れ施設
の確保に向けた自助努力を
行っている。さらに、実務家
みなし専任教員の就任を前倒
しとし、実務実習開始に向け
て準備を進めている。（２
０）

・平成２３年度からの実務実
習開始に向けて、東北地区病
院・薬局実務実習調整機構と
連携を図りながら準備を進め
ている。引き続き、関係機関
と連携の上、実務実習受け入
れ施設の拡充と指導薬剤師の
養成及び質の向上に努めてい
く。（１９）

・地域の人材需要を反映した
教育内容の充実と卒業後の進
路の確保に努めること。

・平成２２年度は専任部署で
あるキャリア支援センターが
開設され、インターンシップ
やセミナーの開催等、これま
で以上にきめ細かい支援を
行った。今後は、就職支援シ
ステムによる学生と企業の
マッチング、実践的な面接の
練習など、さらに精力的に取
り組んでいく。（２３）

認　可　時
（18年11月）
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・平成２１年度は、就職支援
プログラムに基づき、キャリ
アガイダンス、業種別特別講
演、公務員対策講座を実施し
た。また、父兄や教員を対象
とした就職支援講演会を開催
する等、より踏み込んだ支援
を行った。平成２２年度から
は、インターンシップや各種
セミナーの開催等、一層きめ
細かく充実した支援を計画し
ている。さらに、学生受入先
の開拓を積極的に展開するた
め、専任部署の設置を決定し
た。（２２）

・本学は、岩手県及び北東北
における地域医療の中核を担
うとともに、これまでに多く
の誠実な医療人を輩出してき
た。この伝統と使命を全うす
べく、薬学部の新設を機に、
医療系総合大学として特色あ
る教育を展開している。医・
歯・薬の三学部合同の教養教
育の実践や知育・徳育・食育
を通した全人教育を行う学生
寮の設置は、将来チーム医療
を担っていく上での人間関係
構築に大きく寄与するものと
考えている。また、附属病院
との連携により、最前線で働
く者による「職業と人生」の
講義や早期体験学習をカリ
キュラムに取り入れること
で、医療人としての意識の早
期醸成に効果を上げている。
学生の就職支援についても、
地域の中核を担う人材育成を
企図した「いわて高等教育コ
ンソーシアム」を通した連携
を主管校の岩手大学と確認し
た。さらに、地域に根差した
就業促進を図るため、ジョブ
カフェいわてからの支援も確
認した。今後は、全国に展開
する同窓会組織を有機的に活
用し、一層幅広い就職支援を
行うこととしている。（２
１）

認　可　時
（18年11月）
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・医療現場の最前線で働く者
による講義「職業と人生」の
ほか、本学附属病院の医師、
看護師、薬剤師の指導による
心肺蘇生法講習や感染対策講
習、調剤体験や地元企業訪問
等の早期体験学習を実施し、
医療人（特に地域医療に根差
した）としての心構えの醸成
に努めている。また、就職支
援委員会を立ち上げ、病院・
開局薬剤師や公的研究機関の
研究者による特別講演会を実
施し、職業意識の向上を図っ
ている。就職情報コーナーに
は検索用にPCを４台設置し、
インターネット環境を整備の
上、学生に開放したほか、就
職関係の書籍や求人票を公開
し、情報提供にも努めてい
る。（２０）

該当なし 該当なし 該当なし

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

・入学者の出身地別の分布を
見ると、岩手県の43.3％を筆
頭に北東北3県で63.8％、東北
6県では87.2％に達しており、
強い地元志向が窺われる。こ
れは、本学の地域医療への貢
献が評価されたものであり、
東北地区からの人材の流出に
一定の歯止めをかけることが
できたものと考えている。引
き続き、地域の声に耳を傾け
ながら、医科大学としての特
性を活かした、より実践的な
教育を実践し、優秀な人材の
輩出に努める。学生には、早
期から就職に対する意識付け
を行う。様々な分野で活躍す
る医療人による講義「職業と
人生」を開講する他、病院・
薬局・製薬会社・公務員など
将来、活躍が予想される職場
の訪問や実体験を行う「早期
体験学習」をこの秋に実施す
る。さらに、薬学部に就職支
援委員会を立ち上げ、就職支
援プログラムを構築した。今
後、学生個々のキャリアデザ
インに基づくきめ細かい指導
を行うと共に、薬剤師として
の活躍の場のみならず、幅広
い進路に対応できるよう各方
面に働きかけていく。また、
就職情報コーナーを設置し、
書籍・資料の閲覧、検索用の
PC4台の開放など情報提供にも
努めている。（１９）

認　可　時
（18年11月）
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　　　　ください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，

　　　　毎年度，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項に対する

　　　　履行状況等について，毎年度，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料を添付

　　　　してください。

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況については，指摘を受けた学科等についてのみ記入して

（注）・　「認可時」には，当該大学等の設置認可時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は

5


